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平成21年3月から始まった母校の改築工事が、
体育館の完成によりほぼ完成し、在学生たちは
新校舎の最高の環境で勉学に励んでいます。
新しくなった母校を紹介します。
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新校舎建築コンセプト
（岐阜高等学校改築基本構想2005より）

1. 大樹の森のある学校
2. 交流を中心に据えた空間構成
3. 創造性を育み、情報メディア
（書籍、電子情報） の活用を促す
メディア・アヴェニュー
4. 県下の高校の教師、保護者、生徒が
集えるような空間と施設構成
5. 既存建物の活用と仮設校舎不要にする
建築計画で財政負担の低減

6. 通常の設備で環境に優しい省エネ建築
7. 未来の人材を育む学舎にふさわしい
清新なデザイン
8. 安心・安全な学校生活を保障できる
教育環境
9. グラウンドの狭隘化を解消

メディアアベニュー

パソコンルーム

クラスルーム（教室）

多目的ルーム 図　書　室

運動場より教室を望む

最初に入った印象は教室が

狭くなったことでした。

私達の頃に比べ一クラスの人数が減り、

各クラスはこの大きさで良いのとか…

ただ、机の形は昔のままで

変わらないものも感じました。

教　室
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音楽室

多目的ホール

武道場（１階）

生物室

書道室

礼法室

体育館（メインホール）

体 育 館
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音楽室

多目的ホール

武道場（１階）

生物室

書道室

礼法室

体育館（メインホール）

体 育 館



 
校史資料室

唯一私達の頃から変わっていない
運動場のバックネット
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介
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会 

会
長
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川

　幸
江

祝
辞

　「
同
窓
会
総
会
」を
お
祝
い
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校 
校
長

　丹
羽

　彰

挨
拶

　同
時
代
を
生
き
て
　運
営
委
員
会 

委
員
長

　矢
島

　潤
一
郎

創
立
140
周
年
記
念
式
典
・
記
念
事
業
に
つ
い
て

総
会
・
懇
親
会
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次
第
（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
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紹
介
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岐
高
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よ
り
（
学
校
新
聞
よ
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）

平
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25
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度

　大
学
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格
者
数

岐
阜
県
立
岐
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等
学
校

　校
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応
援
団
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　凱
旋
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岐
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小
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岐
阜
県
民
の
歌
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報
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賛
広
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営
委
員
・
ひ
と
こ
と
集
　

総
務
部
／
財
務
部
／
会
場
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／
広
告
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／
動
員
部
／
会
報
部

平
成
25
年
度  

同
窓
会
総
会
運
営
委
員
名
簿

広
告
ご
協
賛
の
御
礼
・
編
集
後
記

第
１
号
議
案
／
第
３
号
議
案
／
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
役
員

第
２
号
議
案
　
平
成
24
年
度  

岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
　
　
決
算
報
告

第
４
号
議
案
　
平
成
25
年
度  

岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
　
　
予
算
案

平
成
24
年
度
　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
　
決
算
書

平
成
25
年
度
　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
　
予
算
書

第
５
号
議
案
　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
規
約

189101112131415161718

恩
師
か
ら
の
便
り

作
山
英
雄
／
大
矢
邦
彦
／
伊
藤
秀
幸
／
辻
村
秀
夫
／
富
成
侑
彦
／
日
比
野
安
平

同
窓
生
寄
稿 G

IK
O
 D
ays

特
別
寄
稿
／
翆

　忠
明
（
昭
和
15
年
卒
）

1926
27

44484950515253162171172

平
成
二
十
一
年
三
月
か
ら
始
ま
っ
た

母
校
の
改
築
工
事
が
体
育
館
の
完
成
に
よ
り
終
了
。

在
学
生
た
ち
は
新
校
舎
の
最
高
の
環
境
で

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

M
essage

校
歌

hitokoto M
essage

卒
業
し
て
か
ら
も
う
何
年
経
つ
の
で
し
ょ
う

「
高
校
生
」
の
あ
の
頃
　
青
春
を
謳
歌
し
て
い
た
―

今
、
皆
「
大
人
」
に
な
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
し
て
い
ま
す

昭和45年頃の岐高校舎正面
岐高だより
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挨　拶

　
平
成
二
十
五
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会
総
会

が
森
川
幸
江
会
長
様
は
じ
め
役
員
・
運
営
委
員

の
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
多
数
の
会
員
の

ご
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
本
校
の
教
育
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、
こ
の
四
月
の
人
事
異
動
で
鹿
野
孝

紀
校
長
の
後
任
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
、

本
校
創
立
百
周
年
の
年
の
三
年
生
で
あ
り
、
百

二
十
周
年
の
年
の
職
員
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、

百
四
十
周
年
の
年
に
校
長
と
し
て
着
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
大
変
微
力
で
す
が
、
母
校
の
た

め
、
ま
た
本
校
の
教
育
の
益
々
の
充
実
・
発
展

の
た
め
に
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
、
本
年
十
一
月
四
日
に
創
立

百
四
十
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま

す
。
一
昨
年
の
八
月
に
は
待
望
の
新
校
舎
が
、

昨
年
二
月
に
は
体
育
館
・
武
道
館
が
、
三
月
に

は
校
舎
前
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
全
面
的
に
完
成

す
る
な
ど
、
県
下
で
最
も
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の

素
晴
ら
し
い
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

空
調
設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
か
ら
多

大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、

ど
う
か
お
気
軽
に
新
装
な
っ
た
新
し
い
岐
阜
高

校
の
校
舎
の
見
学
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
学
習
環
境
の
中
、本
校
の
生
徒
た
ち
は
「
百

折
不
撓
・
自
彊
不
息
」
の
校
訓
の
下
、
文
武
両

道
を
モ
ッ
ト
ー
に
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、
日
々
学
習
や
部
活
動
に
と
励

ん
で
お
り
ま
す
。
今
春
の
進
路
結
果
は
、
同
窓

会
誌
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
で

す
が
、
部
活
動
で
も
、
運
動
系
・
文
化
系
と
も

に
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用
し
て
、
各
種
大

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
様
々
な
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
県
内
外
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
運
動
系
で
、
二
年
生
の
生
徒

が
ぎ
ふ
清
流
国
体
女
子
サ
ッ
カ
ー
に
最
年
少

フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
出
場
し
、
三
位
入
賞
の
立

役
者
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
泳
部
の
生
徒

が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
男
子
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形

と
女
子
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
に
、
ま
た
、
ぎ
ふ

清
流
国
体
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
に
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部

生
徒
が
東
海
高
校
新
人
大
会
に
お
い
て
女
子
三

千
メ
ー
ト
ル
競
走
に
お
い
て
第
六
位
と
い
う
素

晴
ら
し
い
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
文
化
系
で
は
、
書
道
部
が
全
国
高
校
総
合
文

化
祭
に
作
品
を
出
品
し
、
文
化
連
盟
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
囲
碁
将
棋
部
が
全
国
囲
碁
選

手
権
大
会
岐
阜
大
会
で
個
人
団
体
と
も
に
優
勝

し
、
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

自
然
科
学
部
生
物
班
が
、
第
六
十
回
日
本
生
態

学
会
大
会
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
で
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、
県
高
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
系
部
活
動
研
究
発
表
交
流
会
で
優
秀

賞
を
獲
得
し
、
来
年
度
長
崎
県
で
行
わ
れ
る
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
へ
の
参
加
を
決
め
る
な
ど
、

輝
か
し
い
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
部
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
都
道

府
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
四
十
七
の
高
校
が
競
い

合
っ
た
「
第
二
回
科
学
の
甲
子
園
」
に
二
年
生
有

志
が
出
場
し
、
総
合
成
績
第
九
位
を
受
賞
す
る

と
と
も
に
、
自
作
モ
ー
タ
ー
を
搭
載
し
た
レ
ー
ス

マ
シ
ン
で
競
う
実
技
部
門
で
は
強
豪
を
抑
え
て

優
勝
し
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
賞
と
副
賞
二
十
万
円
を

獲
得
す
る
な
ど
の
活
躍
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
総
会
の

お
世
話
い
た
だ
き
ま
す
矢
島
潤
一
郎
運
営
委
員

長
を
は
じ
め
、
当
番
幹
事
の
昭
和
四
十
五
年
、
五

十
五
年
、
平
成
二
年
卒
業
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
同
窓
会
の
益
々
の
ご

発
展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会

が
多
数
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
御
出
席
を

頂
き
盛
大
に
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
も
古
田
知
事
、
細
江
岐
阜
市
長
、

松
永
海
津
市
長
を
は
じ
め
各
界
で
御
活
躍

の
同
窓
生
の
方
に
御
出
席
を
頂
き
ま
し
た

こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
岐
阜
高
校
同
窓
会
へ
三
五
八
人

の
新
入
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。
若
い
方
達

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
岐
阜
高
等
学
校
は
創

立
一
四
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
秋
に
は
記
念

行
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
四
〇
年
と
い
う
長
い
時
を
経
て
も
岐

阜
高
等
学
校
の
校
歌
に
象
徴
さ
れ
る
校
風

は
受
け
継
が
れ
て
、
岐
高
生
は
学
ん
で
お

り
そ
れ
が
全
国
屈
指
の
伝
統
校
と
言
わ
れ

る
所
以
で
す
。
そ
し
て
こ
の
一
四
〇
年
間

多
勢
の
卒
業
生
が
あ
ら
ゆ
る
場
で
社
会
に

貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
昨
年
完
成
し
ま
し
た
新
し
い
時
代
を

感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
白
亜
の
校
舎
と

体
育
館
そ
し
て
同
窓
会
か
ら
の
寄
付
に
よ

り
設
置
さ
れ
ま
し
た
エ
ア
コ
ン
と
岐
阜
高

校
の
在
校
生
は
最
高
の
環
境
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
れ
に
答
え
る
か
の
よ
う
に
後
輩
の
在

校
生
の
活
躍
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
合
唱
そ
し
て

経
済
や
科
学
の
大
会
に
県
を
代
表
し
て
出

場
し
、
い
ず
れ
も
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、

同
窓
会
と
し
て
も
誇
ら
し
い
限
り
で
す
。

　
先
般
の
岐
阜
高
校
の
卒
業
式
で
語
ら
れ

た
よ
う
に
、
卒
業
生
達
は
将
来
へ
の
希
望

や
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
の

だ
と
意
欲
に
満
ち
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
若
者
た
ち
の
夢
に
応
え
ら
れ
る
日
本
や

岐
阜
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
総
会
は
親
睦
会
で
戦
前
卒
業
さ
れ

た
大
先
輩
と
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
二

〇
歳
の
後
輩
が
世
代
を
超
え
て
集
い
、
語
り

合
う
場
で
す
。

　
楽
し
い
場
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い
中
、

本
日
の
総
会
開
催
の
た
め
お
骨
折
り
頂
い
た

昭
和
四
十
五
年
、
五
十
五
年
、
平
成
二
年
卒

業
の
運
営
委
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「同窓会総会」をお祝いして
岐阜県立岐阜高等学校　校長　丹羽　章

卒業生に期待する
岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会長　森川幸江
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祝　辞

　
平
成
二
十
五
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会
総
会

が
森
川
幸
江
会
長
様
は
じ
め
役
員
・
運
営
委
員

の
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
多
数
の
会
員
の

ご
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
本
校
の
教
育
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、
こ
の
四
月
の
人
事
異
動
で
鹿
野
孝

紀
校
長
の
後
任
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
、

本
校
創
立
百
周
年
の
年
の
三
年
生
で
あ
り
、
百

二
十
周
年
の
年
の
職
員
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、

百
四
十
周
年
の
年
に
校
長
と
し
て
着
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
大
変
微
力
で
す
が
、
母
校
の
た

め
、
ま
た
本
校
の
教
育
の
益
々
の
充
実
・
発
展

の
た
め
に
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
、
本
年
十
一
月
四
日
に
創
立

百
四
十
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま

す
。
一
昨
年
の
八
月
に
は
待
望
の
新
校
舎
が
、

昨
年
二
月
に
は
体
育
館
・
武
道
館
が
、
三
月
に

は
校
舎
前
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
全
面
的
に
完
成

す
る
な
ど
、
県
下
で
最
も
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の

素
晴
ら
し
い
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

空
調
設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
か
ら
多

大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、

ど
う
か
お
気
軽
に
新
装
な
っ
た
新
し
い
岐
阜
高

校
の
校
舎
の
見
学
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
学
習
環
境
の
中
、本
校
の
生
徒
た
ち
は
「
百

折
不
撓
・
自
彊
不
息
」
の
校
訓
の
下
、
文
武
両

道
を
モ
ッ
ト
ー
に
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
、
日
々
学
習
や
部
活
動
に
と
励

ん
で
お
り
ま
す
。
今
春
の
進
路
結
果
は
、
同
窓

会
誌
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
で

す
が
、
部
活
動
で
も
、
運
動
系
・
文
化
系
と
も

に
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用
し
て
、
各
種
大

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
様
々
な
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
県
内
外
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
運
動
系
で
、
二
年
生
の
生
徒

が
ぎ
ふ
清
流
国
体
女
子
サ
ッ
カ
ー
に
最
年
少

フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
出
場
し
、
三
位
入
賞
の
立

役
者
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
泳
部
の
生
徒

が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
男
子
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形

と
女
子
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
に
、
ま
た
、
ぎ
ふ

清
流
国
体
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
に
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部

生
徒
が
東
海
高
校
新
人
大
会
に
お
い
て
女
子
三

千
メ
ー
ト
ル
競
走
に
お
い
て
第
六
位
と
い
う
素

晴
ら
し
い
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
文
化
系
で
は
、
書
道
部
が
全
国
高
校
総
合
文

化
祭
に
作
品
を
出
品
し
、
文
化
連
盟
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
囲
碁
将
棋
部
が
全
国
囲
碁
選

手
権
大
会
岐
阜
大
会
で
個
人
団
体
と
も
に
優
勝

し
、
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

自
然
科
学
部
生
物
班
が
、
第
六
十
回
日
本
生
態

学
会
大
会
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
で
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、
県
高
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
系
部
活
動
研
究
発
表
交
流
会
で
優
秀

賞
を
獲
得
し
、
来
年
度
長
崎
県
で
行
わ
れ
る
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
へ
の
参
加
を
決
め
る
な
ど
、

輝
か
し
い
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
部
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
都
道

府
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
四
十
七
の
高
校
が
競
い

合
っ
た
「
第
二
回
科
学
の
甲
子
園
」
に
二
年
生
有

志
が
出
場
し
、
総
合
成
績
第
九
位
を
受
賞
す
る

と
と
も
に
、
自
作
モ
ー
タ
ー
を
搭
載
し
た
レ
ー
ス

マ
シ
ン
で
競
う
実
技
部
門
で
は
強
豪
を
抑
え
て

優
勝
し
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
賞
と
副
賞
二
十
万
円
を

獲
得
す
る
な
ど
の
活
躍
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
総
会
の

お
世
話
い
た
だ
き
ま
す
矢
島
潤
一
郎
運
営
委
員

長
を
は
じ
め
、
当
番
幹
事
の
昭
和
四
十
五
年
、
五

十
五
年
、
平
成
二
年
卒
業
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
同
窓
会
の
益
々
の
ご

発
展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会

が
多
数
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
御
出
席
を

頂
き
盛
大
に
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
も
古
田
知
事
、
細
江
岐
阜
市
長
、

松
永
海
津
市
長
を
は
じ
め
各
界
で
御
活
躍

の
同
窓
生
の
方
に
御
出
席
を
頂
き
ま
し
た

こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
岐
阜
高
校
同
窓
会
へ
三
五
八
人

の
新
入
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。
若
い
方
達

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
岐
阜
高
等
学
校
は
創

立
一
四
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
秋
に
は
記
念

行
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
四
〇
年
と
い
う
長
い
時
を
経
て
も
岐

阜
高
等
学
校
の
校
歌
に
象
徴
さ
れ
る
校
風

は
受
け
継
が
れ
て
、
岐
高
生
は
学
ん
で
お

り
そ
れ
が
全
国
屈
指
の
伝
統
校
と
言
わ
れ

る
所
以
で
す
。
そ
し
て
こ
の
一
四
〇
年
間

多
勢
の
卒
業
生
が
あ
ら
ゆ
る
場
で
社
会
に

貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
昨
年
完
成
し
ま
し
た
新
し
い
時
代
を

感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
白
亜
の
校
舎
と

体
育
館
そ
し
て
同
窓
会
か
ら
の
寄
付
に
よ

り
設
置
さ
れ
ま
し
た
エ
ア
コ
ン
と
岐
阜
高

校
の
在
校
生
は
最
高
の
環
境
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
れ
に
答
え
る
か
の
よ
う
に
後
輩
の
在

校
生
の
活
躍
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
合
唱
そ
し
て

経
済
や
科
学
の
大
会
に
県
を
代
表
し
て
出

場
し
、
い
ず
れ
も
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、

同
窓
会
と
し
て
も
誇
ら
し
い
限
り
で
す
。

　
先
般
の
岐
阜
高
校
の
卒
業
式
で
語
ら
れ

た
よ
う
に
、
卒
業
生
達
は
将
来
へ
の
希
望

や
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
の

だ
と
意
欲
に
満
ち
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
若
者
た
ち
の
夢
に
応
え
ら
れ
る
日
本
や

岐
阜
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
総
会
は
親
睦
会
で
戦
前
卒
業
さ
れ

た
大
先
輩
と
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
二

〇
歳
の
後
輩
が
世
代
を
超
え
て
集
い
、
語
り

合
う
場
で
す
。

　
楽
し
い
場
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い
中
、

本
日
の
総
会
開
催
の
た
め
お
骨
折
り
頂
い
た

昭
和
四
十
五
年
、
五
十
五
年
、
平
成
二
年
卒

業
の
運
営
委
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「同窓会総会」をお祝いして
岐阜県立岐阜高等学校　校長　丹羽　章

卒業生に期待する
岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会長　森川幸江



10

挨　拶

　本
日
は
，
た
く
さ
ん
の
方
々
の
御
出
席

を
賜
り
，
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
，昭
和
四
十
五
年
，昭
和
五
十
五
年
，

平
成
二
年
の
卒
業
学
年
が
幹
事
学
年
と
し

て
，
総
会
・
親
睦
会
の
準
備
と
運
営
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　運
営
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
は
，
大
変
な
御
苦
労
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
心
よ
り
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
御
苦
労
様
で
し
た
。

　本
年
は
，
準
備
や
運
営
を
で
き
る
だ
け

シ
ン
プ
ル
な
形
で
行
い
た
い
と
思
っ
て
努

力
し
て
き
ま
し
た
。
本
日
の
同
窓
会
総
会

が
御
出
席
の
皆
様
に
御
満
足
い
た
だ
け
る

会
に
な
っ
た
と
し
た
ら
，
こ
ん
な
に
う
れ

し
い
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　と
こ
ろ
で
，
岐
阜
高
校
で
の
三
年
間
は

皆
さ
ま
に
と
っ
て
ど
ん
な
三
年
間
で
あ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
懐
か
し
く
，

美
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　し
か
し
，
ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
の
「
ア
デ
ン
・

ア
ラ
ビ
ア
」
の
冒
頭
に
「
僕
は
二
十
歳
だ
っ

た
。
そ
れ
が
人
生
で
も
っ
と
も
美
し
い
と

き
だ
な
ん
て
誰
に
も
言
わ
せ
な
い
」
と
あ

る
よ
う
に
，
十
八
歳
を
十
八
歳
と
し
て
生

き
て
い
た
私
た
ち
に
は
，
決
し
て
美
し
く

ば
か
り
時
は
流
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
先
生
や
友
人
の
心
な
い
一
言
に
傷

つ
い
た
り
，
家
族
関
係
に
苦
し
ん
だ
り
，

つ
ら
い
日
々
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

反
対
に
学
問
や
文
学
や
音
楽
に
耽
溺
し
た

り
，
恋
を
し
た
り
，
喜
び
に
満
ち
た
日
々

も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　同
窓
会
は
，
そ
れ
ら
の
日
々
を
共
に
過

ご
し
た
仲
間
た
ち
が
，
そ
れ
か
ら
の
長
い

日
々
を
懸
命
に
生
き
て
，
今
，
再
会
し
て
，

た
ま
ら
な
い
懐
か
し
さ
に
浸
る
時
間
だ
と

思
い
ま
す
。
今
日
の
数
時
間
が
皆
様
の
心
を

癒
し
，
生
き
て
い
く
希
望
を
も
た
ら
す
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
，
本
日
御
出
席
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
方
並
び
に
広
告
の
御
協
賛
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
は
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
日
の
総
会
が
心
に
残
る
総
会
で
あ
り
ま

す
こ
と
と
，
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
御
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

同時代を生きて
平成２５年度同窓会総会運営委員会 委員長　矢島 潤一郎

創立１４０周年記念式典
記念事業について

本校は平成２５年（２０１３）に創立１４０周年を迎えます。
創立140周年記念式典・記念事業を次のように行います。
ご協力をお願いいたします。

　記念式典■岐阜高校・体育館 

　平成25年11月４日（月･祝）　10：00～11：30
　講 演 会■岐阜高校・体育館 

　平成25年11月４日（月･祝）　13：00～14：30 
　　　　講師　吉村　作治（早稲田大学エジプト学研究所教授） 
　　　　演題　「古代エジプト文明の魅力を語る～君たちのエジプトをみつけよう～」（仮題）

　野球大会■岐阜メモリアルセンター・長良川球場 

　平成25年11月９日(土) 
　　　　10：00～　岐　阜　高　校　対　中京大中京高校
　　　　13：00～　県岐阜商業高校　対　中京大中京高校

刊行物発行　記念誌「岐阜高校１４０周年　新校舎とともに」 
　　　 　 同窓会会員名簿

校舎航空写真
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創立 140 周年記念式典・事業

　本
日
は
，
た
く
さ
ん
の
方
々
の
御
出
席

を
賜
り
，
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
，昭
和
四
十
五
年
，昭
和
五
十
五
年
，

平
成
二
年
の
卒
業
学
年
が
幹
事
学
年
と
し

て
，
総
会
・
親
睦
会
の
準
備
と
運
営
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　運
営
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
は
，
大
変
な
御
苦
労
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
心
よ
り
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
御
苦
労
様
で
し
た
。

　本
年
は
，
準
備
や
運
営
を
で
き
る
だ
け

シ
ン
プ
ル
な
形
で
行
い
た
い
と
思
っ
て
努

力
し
て
き
ま
し
た
。
本
日
の
同
窓
会
総
会

が
御
出
席
の
皆
様
に
御
満
足
い
た
だ
け
る

会
に
な
っ
た
と
し
た
ら
，
こ
ん
な
に
う
れ

し
い
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　と
こ
ろ
で
，
岐
阜
高
校
で
の
三
年
間
は

皆
さ
ま
に
と
っ
て
ど
ん
な
三
年
間
で
あ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
懐
か
し
く
，

美
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　し
か
し
，
ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
の
「
ア
デ
ン
・

ア
ラ
ビ
ア
」
の
冒
頭
に
「
僕
は
二
十
歳
だ
っ

た
。
そ
れ
が
人
生
で
も
っ
と
も
美
し
い
と

き
だ
な
ん
て
誰
に
も
言
わ
せ
な
い
」
と
あ

る
よ
う
に
，
十
八
歳
を
十
八
歳
と
し
て
生

き
て
い
た
私
た
ち
に
は
，
決
し
て
美
し
く

ば
か
り
時
は
流
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
先
生
や
友
人
の
心
な
い
一
言
に
傷

つ
い
た
り
，
家
族
関
係
に
苦
し
ん
だ
り
，

つ
ら
い
日
々
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

反
対
に
学
問
や
文
学
や
音
楽
に
耽
溺
し
た

り
，
恋
を
し
た
り
，
喜
び
に
満
ち
た
日
々

も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　同
窓
会
は
，
そ
れ
ら
の
日
々
を
共
に
過

ご
し
た
仲
間
た
ち
が
，
そ
れ
か
ら
の
長
い

日
々
を
懸
命
に
生
き
て
，
今
，
再
会
し
て
，

た
ま
ら
な
い
懐
か
し
さ
に
浸
る
時
間
だ
と

思
い
ま
す
。
今
日
の
数
時
間
が
皆
様
の
心
を

癒
し
，
生
き
て
い
く
希
望
を
も
た
ら
す
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
，
本
日
御
出
席
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
方
並
び
に
広
告
の
御
協
賛
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
は
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
日
の
総
会
が
心
に
残
る
総
会
で
あ
り
ま

す
こ
と
と
，
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
御
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

同時代を生きて
平成２５年度同窓会総会運営委員会 委員長　矢島 潤一郎

創立１４０周年記念式典
記念事業について

本校は平成２５年（２０１３）に創立１４０周年を迎えます。
創立140周年記念式典・記念事業を次のように行います。
ご協力をお願いいたします。

　記念式典■岐阜高校・体育館 

　平成25年11月４日（月･祝）　10：00～11：30
　講 演 会■岐阜高校・体育館 

　平成25年11月４日（月･祝）　13：00～14：30 
　　　　講師　吉村　作治（早稲田大学エジプト学研究所教授） 
　　　　演題　「古代エジプト文明の魅力を語る～君たちのエジプトをみつけよう～」（仮題）

　野球大会■岐阜メモリアルセンター・長良川球場 

　平成25年11月９日(土) 
　　　　10：00～　岐　阜　高　校　対　中京大中京高校
　　　　13：00～　県岐阜商業高校　対　中京大中京高校

刊行物発行　記念誌「岐阜高校１４０周年　新校舎とともに」 
　　　 　 同窓会会員名簿

校舎航空写真
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式次第

平成25年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会
総会・懇親会　式次第

平成 25 年 6月9日（日）
於　岐阜グランドホテル

１．総会（11：00 ～ 12：00）
開会の辞
黙祷（物故者の冥福を祈る）
同窓会会長挨拶    会　長　　　　森川　幸江 
学校長挨拶 　 岐阜高等学校　校長　丹羽　　章
議案審議    
第１号議案　　平成２４年度 事業報告
第２号議案　　平成２４年度 決算報告ならびに監査報告
第３号議案　　平成２５年度 事業計画（案）
第４号議案　　平成２５年度 予算案 
第５号議案　　岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約改定
御　祝　辞　　　岐阜県知事　　　　　古田　   肇　様
閉会の辞

２．懇親会（12：00 ～ 14：00）
開会のことば　　25 年度同窓会総会運営 委員長　　  矢島　潤一郎

乾杯  　在京（首都圏）岐阜高校同窓会 会長　尾関　良平　様
祝電披露   
恩師紹介
平成 26 年度運営委員会　運営委員長紹介　木方　伸一郎（昭和46年卒）
校歌斉唱     
閉会の言葉 　 25年度同窓会総会運営 副委員長 　 小木曽　和夫  

 
以上　

【アトラクション】
フルート演奏　　♪幸脇直人（昭和４５年卒） 
♪フラウト・ダモーレ（女性フルートアンサンブル） 
メインソロ曲： Ｇ－線上のアリア（バッハ）
    情熱大陸（葉加瀬太郎）ほか
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議案

第 1号議案　　平成２４年度事業報告

第 3号議案　　平成２５年度事業計画（案）

岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員

第 1回役員会
同窓会総会
在京（首都圏）
　　同窓会総会
第 2回役員会
第 3回役員会

第 1回役員会
同窓会総会
在京（首都圏）
　　同窓会総会
第 2回役員会
１４０周年記念式典
１４０周年記念事業（野球大会）
第 3回役員会
同窓会会員名簿発行

４月２４日（水）
６月　９日（日）
７月　７日（日）
　　ハイアットリージェンシー　東京
９月１２日（木）
１１月　４日（月）
１１月　９日（日）
２月

岐阜高校
岐阜グランドホテル

岐阜高校
岐阜高校
長良川球技場
岐阜高校（予定）

平成２４年

平成２５年

平成２５年

平成２６年

岐阜高校
岐阜都ホテル

岐阜高校
岐阜高校

４月２６日（木）
６月１０日（日）
６月２４日（日）
　　ANAインターコンチネンタル東京
９月１１日（火）
１月２９日（火）

名誉顧問
顧 問
〃

名誉会長
会 長
副 会 長
（兼会計）

〃
〃
〃

古田　　肇
杉山　幹夫
野々垣　孝
丹羽　　章
森川　幸江
寺畠　　健

玉井　博　
大松　利幸
水谷　邦照

木方伸一郎
木村　容子
後藤　寿彦
杉山　正裕

遠藤　宏治
神谷真弓子
杉山　文康
村瀬　幸雄
佐伯　淑子

昭和４１年卒
昭和２０年卒
昭和３１年卒

昭和４０年卒
昭和３７年卒

昭和３８年卒
昭和４０年卒
昭和４１年卒

昭和４６年卒
昭和４６年卒
昭和４７年卒
昭和４９年卒

昭和４９年卒
昭和５１年卒
昭和５４年卒
昭和５０年卒
昭和５５年卒

副 会 長
〃
〃
〃

（兼会計）
〃
〃
〃

監 査
〃
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議案

第２号議案
平成24年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会　決算報告

自　　　平成 24 年  4 月  1 日
至　　　平成 25 年  3 月 31 日
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議案

第４号議案
平成25年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会　予算案

自　　　平成 25 年  4 月  1 日
至　　　平成 26 年  3 月 31 日
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議案

平成24年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　決算書

自　　　平成 23 年  9 月  1 日
至　　　平成 24 年  8 月 31 日

（単位：円）
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議案

１．　収入の部

科 目 名 備 　 考
平成２５年度
（予算）

同 窓 会　　預 り 金　　

同 窓 会　　受 入 金　　

会　　　　  　 　  　 費

広   告    料     収   入

祝 儀

受 取 利 息

会 報 販 売 収 入

合 計

1,200,000

300,000

5,500,000

4,000,000

11,000,000

特別会計より運営資金として預り

一般会計より総会費として

8,000 円 ×687 名　4,000 円 ×1 名

100,000×10 口　　50,000×20 口  

  30,000×30 口　　20,000×55 口

１．　収入の部 （単位：円）

（単位：円）

科 目 名 備 　 考
平成２５年度
（予算）

印 刷 費

通 信 費

会 議 費

事 務 所 費

事 務 費

振 込 手 数 料

反 省 会 費

活 動 費

預 り 金 返 還

会 費 返 金

雑 費

予 備 費

余 剰 金

合 計

4,500,000

150,000

4,000,000

300,000

200,000

100,000

100,000

100,000

200,000

100,000

1,200,000

50,000

11,000,000

ホテル飲食費、会場設営費

総会演奏者、司会謝礼

会     報  /   発行部数 1 千部

総会案内状、広告依頼書発送費

各種打ち合わせ会議

事務所使用費等

コピー代、事務用消耗品費等

会費収納手数料等

反省会、次年度引継会

当番学年名簿作成費

特別会計へ運営費預かり金の返還

総 会 費
懇親会費

謝 礼 金

平成25年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会　予算書



18

規約

岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約
第 1 条
第 2 条
第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条
第 7 条

第 8 条
第 9 条
第 １０ 条
第 １１ 条
第 １2 条

（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。
（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。
（組織）本会は次の会員を以て組織する。
○正会員
　岐阜県岐阜中学校卒業生
　岐阜県岐阜高等女学校卒業生
　岐阜県岐阜第一中学校卒業生
　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生
　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校卒業生
　その他役員会の議を経て、会長の承認した者
○特別会員
　現職員・旧職員
（役員）本会は次の役員をおく。
名誉顧問・顧問　　若干名　　　　役員会に於て推挙する。
名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長
会長　　　　　　　１名　　　　　総会に於て選出する。
副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
監査　　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。
会長は会務を総括し、総会・役員会を招集し、その議長となる。
副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは代行する。
会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。
監査は会計を監査する。
顧問は会長の諮問にこたえる。
（役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。
（総会）本会の目的を達成するため、毎年１回定期総会を開く。但し必要のある場合は臨
時総会を開く。
（入会金）正会員は入会金を納入する。
（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。
（会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月３１日で終わる。
（支部）本会には支部を設けることができる。
（同窓会事務局所在地場所）岐阜市大縄場3の1、岐阜県立岐阜高等学校内に置く。

（平成25年6月9日　一部改定）　　

第 5号議案




